


































































●日時：2017 年 1 月 18 日（水）開場 15：00　開演 15：30







2016 年度 FIC オープンセミナー 
「国際文化学部就職セミナー」実施報告
恒例となった学部主催の就職セミナー（2016 年度）を次の要領で実施致しました。













































また、SJ 国内研修と SA スペインの実施地という接点を活かしつつ、それぞれの担当教
員が連携してこのイベントを企画運営したことも、多文化・多民族を考える本学部の企画
として意義があったと言えよう。
●日時：2017 年 4 月 22 日（土）14：30 ～ 17：40
●会場：法政大学市ヶ谷キャンパス　ボアソナードタワー 3 階 0300 教室
●内容：牧内博幸ドミニカ共和国大使の講演

























ADB は 2016 年に発足 50 周年を迎え、2017 年 5 月には 50 回目の年次総会が横浜で開催
された。この ADB の年次総会に先駆け、東南アジアのメコン地域の開発・環境問題に関
する調査研究・政策提言活動を実施してきた NGO メコン・ウォッチは、法政大学国際文





















いうことだ。もちろん AIIB にも問題はあると思うが、現段階で実施されている AIIB の


















ADB が注力してきた分野はエネルギーと農業の大きく 2 つに分けられる。分野の時代
による変化は見られないが、資金額は年々増加している。さらに、金融分野が新しい分野
として登場し、民間企業が大きく関わってくるようになった。さらに、10 年ごとに特徴を





4	 フィリピン・マニラに本部を置くNGO。20 年以上にわたってADBに関する調査を行ってきた。2014 年からはAIIB のモニ
タリングも開始している。
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FIC Open Seminar—On producing “Magic Utopia”
大嶋良明
Yoshiaki Ohshima































す。2013 年 6 月にスタートしたアートプロジェクト「赤崎水曜日郵便局」ではディレク
タ ・ー局長を務め、熊本県津奈木町にある海に浮かぶ旧赤崎小学校を再利用したプロジェ
クトは全国で話題となりました。また同プロジェクトは 2014 年度グッドデザイン賞を受
賞しております。2016 年 1 月 27 日に、KADOKAWA より同プロジェクトの書籍が出版






















2003 年から法政大学にいらっしゃったんですけど、ちょうど僕が 1 年生のときから島田
先生の授業は受けていたということも実はありました。ずっと先生の本は読んでいて、
















85 年 3 月に卒業しました。
総長の田中優子先生はまだそのとき文学部の助教授だったと思います。私は、遠山さ
んと違って法政大学の映像系のサークルに入ったんです。

































































○遠山　「マジックユートピア」のときは、まず「NOT LONG, AT NIGHT」の DVD が在
庫として大量に存在していたので、それを特典に最初につけましたね。もう 1 つは、例
えば丹修一さん。きょういらっしゃっていませんけど、「マジックユートピア」にもう一














というのはやっぱり 50 万から 100 万ぐらいですね。それ以上は社長が決定できない。
○島田　どこもそうでしょうね。要するにそれがポケットマネーの範囲ということだと思
いますよね。そうそう、その金額がどんどん下がっていくんですよね。昔はもうちょっ







いとっていたんですよ。なので、出演権はたしか当時 20 万行っていなかった、15 万と
かだったと思いますね。それが何口かありましたね。2 口ぐらいはあったと思いますから、



























































































































































































命というのは大体デビュー後 10 年だと思います。青春というか自分の得意なことを 10
年書いたりつくったりしている人は、さすがに 10 年やればその作風として認知はされま







































































































































































































































金達寿没後 20 年シンポジウム 
「金達寿：小説家として、古代史家として」
髙栁俊男＋内山政春



































2017年 9 月30日（土）に、今回が 5 回目となる恒例の国際文化学部主催の表記歓迎・交流
会が、ボアソナード・タワー 26 階の A 会議室にて開催された。以前は秋学期から来日し
た交換留学生の歓迎を主要な目的としていたが、今回からは学部留学生との交流も目ざし

















7 月 7 日（金）の第一回準備会には 25 名の、留学生と交流を希望する学部生が 574 教室に
集まった。なんと全員が女子で、男子の参加者がいなかったのは寂しかった。実行委員の






2017 年度秋学期 FIC オープンセミナー報告書
報告者：廣松　勲
概要




























































































































































・佐藤寛 氏（ジェトロ・アジア経済研究所）「全日本 SDGs 取り組み連盟？」
・牛島慶一 氏（アーンスト・アンド・ヤング）「日本企業に求められる今後の役割」
・ 青柳仁士 氏（国連開発計画駐日代表事務所）「SDGsとビジネス－国連の新たな取り組み」
・趙公章 氏 （韓国環境政策評価研究院）「SDGs 達成のためのセーフガードの役割」














・ ダンテ・ダラバヤン 氏 （オックスファム・フィリピン事務所） / カール・マルクス・カ
ルンバ 氏（IDEALS）「フィリピンバナナ産業における労働契約の課題」
・松崎稔 氏（経済人コー円卓会議日本委員会）「サプライチェーンと SDGs」
・ 星野俊彦 氏（富士フイルムホールディングス経営企画部 CSR グループ）  
「CRT と SDGs への取組み：業界の人権課題と対応、弊社の活動から」
・ 黒田かをり 氏 （CSO ネットワーク）「日本における ISO 20400 と持続可能な調達」








・ ケビン・メイ 氏（オックスファム香港）  
「中国の対ミャンマー投資の課題と対話のためのイニシアチブ」







































2017 年 3 月 2 日～ 3 日（法政大学市ヶ谷キャンパス）
主催：（特活）オックスファム・ジャパン
共催：法政大学国際文化学部／（一社）SDGs 市民社会ネットワーク
写真④：シンポジウムを終えての集合写真。
